
　　　評価 【 A 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）
【社会性の育成】　　　評価 【 A 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）
【チーム学校】　　　評価 【 B 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 7 　　　　　　　　　　　山田                              高等学校　 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
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ー

【グローバル探究科】・難関大学進学に対応できる選択科目を設定・大学や専門機関等と連携し
た科学的な根拠に基づく探究活動・異国文化理解や海外の学校との国際交流活動・出前授業や
講演など、大学・企業等と連携した教育活動を行います。

【ビジネス探究科】・学科に関連した大学から就職まで、幅広い進路に対応できる選択科目を設
定・地域に密着した商品開発、ビジネスプランの立案、販売実習を行う探究活動・出前授業や講
演など、企業・大学等と連携した教育活動・商業に関する学科の特性を活かして、各種資格取得・
検定合格を目指します。

【普通科】・大学から就職まで、幅広い進路に対応できる選択科目を設定しています。
・１年生で、インターンシップ、CMづくり、市への政策提言を行う探究活動・２年生で、県への政策
提言を行う探究活動・出前授業や講演など、企業・官公庁等と連携した教育活動を行います。
【三科共通】探究の成果を校内外で主体的かつ積極的に実践・発表します。

見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばた
　　 く人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の
     未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

スクー
ル・ミッ
ション

地域の進学や部活動の拠点として、中高連携や学科間の横断的な取組によ
り教育内容を充実させ、地域を牽引するリーダーとなる人材を育成します。

香南・香美地域の拠点校として、地域等と連携した探究活動や国際交流活
動を推進することで、課題解決力やグローバルな視点を身に付け、地域社会
の核となる人材を育成します。

　掲げた目標であるC層以上の生徒の増加、授業外学習時間の増加、将来のための勉強をしている生徒の増加、AB層の生徒の増加に
ついては未達成もあるが、D3層の激減なや進学状況の大幅な向上を見れば、学力の向上に関して、十分評価できる。
　また、地域に根差す学校として、探究活動を行った結果、「地域や社会をよくするために実際に行動している」実感が1～３年生にかけて
かなり高まる点が評価される。探究によって培われる数値化されにくい学力を、いかに見せるかが課題であろう。

・基本的生活習慣や規範意識を身に付けている生徒を募集します。
・目標に向かって粘り強く努力する生徒を募集します。
・社会に貢献する意欲を強く持っている生徒を募集します。
・部活動、生徒会活動等に主体的・協働的に取り組む生徒を募集します。

　いわゆる勉強だけでない探究活動を通して、社会性は十分育成されている。探究活動を通した社会とのかかわり、他者とのかかわりの
中で社会への主体性や生きる力が醸成されているのではないか。この点が魅力やPRとして映っていくことが重要と感じた。

【グローバル探究科】学びの基本姿勢を身に付け、簡単に答えが見出せない「問い」に
対して根気強く探究する力を育成します。
【ビジネス探究科】起業家精神を身に付け、主体的に課題を見つけ、探究し続ける力を
育成します。
【普通科】他者と協働する姿勢を身に付け、主体的に課題を見つけ、探究し続ける力を
育成します。

　多様な取り組みがなされている。年度末評価において、「子どもに向き合う時間が増えている。」と感じる教員の割合が２倍になっている
点が教育の目的に照らした業務状況の改善の結果として見られる。多忙感軽減への結果も然りである。ただ、超過勤務の先生方が依然
多く見られるため、更なる働き方改革推進には取り組んでもらいたい。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心、多様性・包摂性の尊
重
○豊かな人間性・道徳性・社会性
○他者への思いやり（地域・社会
貢献、ボランティア活動等も含む）

〇２回目「人と一緒に何かをするときは、相手の気持ちを考
えて行動している」１年95.6%、２年98.9% 、３年 91.8%
＊全学年目標90%以上
〇学期末の出席状況における皆勤の割合
１年２学期末22.8%、２年２学期末17.3%、３年学年末12.7%
＊全学年目標20%以上

・生活習慣の確立を目指し、生徒支援委員会等で生徒
個々の情報と手立ての共有を図る。
・１年生集団宿泊研修で社会性の育成を図る場を設け
る。
・インクルーシブ教育の充実、ユニバーサルデザインの
授業づくりを行う。 B

〇「人と一緒に何かをするときは、相手の気持ちを考
えて行動している」
  R7.１回目 １年99.1% 　２年96.7%  ３年96.6%
〇学期末の出席状況における皆勤の割合
（R7 １学期末）１年 44.0% ２年 23.1% ３年 31.3%
・特別な支援を要する生徒たちに対して、情報交換、
情報共有、支援の具体的な方法等、SC、SSW、医療
機関とともに密に連携を取りながら支援できた。

・学年団・ホームにおける指導の充実
・地域貢献活動やボランティアの機会を豊
富に提供する。
・生徒支援委員会での生徒の状況、具体的
支援方針について検討し、全体に共有す
る。
・現在も緊張感をもって行っている支援体制
を維持する。

B

〇「人と一緒に何かをするときは、相手の気持ちを考えて行動している」
  R7.１回目 １年99.1% 　２年96.7%  ３年96.6%
　R7.２回目 １年97.2% 　２年97.7%  ３年96.5%   [全学年達成]
〇学期末の出席状況における皆勤の割合
（R7 １学期末）１年 44.0% ２年 23.1% ３年 31.3%
（R7 ２学期末）１年 15.9% ２年  10%  ３年 10%　　　　 [全学年未達成]
（R7 学年末）　３年10%
・生徒支援委員会やSC、SSWを含む学年を越えた教員の情報交換・連携により特別な支
援を要する生徒への支援はできた。
・特別な支援を要する生徒のいるクラスにホワイトボードを追加設置

・ユニバーサルデザインの教室づ
くり、授業づくりをたえず考え、行
う。

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に
必要な資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

〇「地域や社会をよくするため実際に行動している」割合
　１年２回     40%以上
　２年２回     60%以上
　３年２回     80％以上

・地域貢献活動やボランティア活動への参加機会を多く
つくる。
・地域学校協働活動推進員の積極的な活用

B

〇「地域や社会をよくするため実際に行動している」
 R7.１回目 １年 25.5%  ２年 51.7 %  ３年 55.6%
〇地域学校協働活動推進員との協議（地域課題探究
活動等への指導・助言等）

・多くの生徒に地域貢献活動やボランティア
活動への参加を促す。
・地域学校協働活動推進員を積極的に活用
する。
・地域学校協働活動推進員との協議の継続
（次年度に向けての改善等）

A

〇「地域や社会をよくするため実際に行動している」
 R7.１回目 １年 25.5%  ２年 51.7 %  ３年 55.6%
 R7.２回目 １年 28.5%  ２年 56.8 %  ３年 64.4%　 [全学年未達成]
（アンケート実施にあたって高校入学よりという説明不足のため、結果に違いが出た。）
〇地域学校協働活動推進員との協議（地域課題探究活動等への指導・助言等）
〇1年探究「三市への提言」で概ね好評
〇２年探究グループ「世界へ羽ばたけビロミン」
　　　　　　令和7年度地域課題探究成果発表会　最優秀賞

・探究活動を通して引き続
き地域貢献の意識を育成
していく。

・ブラッシュアップした普通
科の探究学習カリキュラム
を実施する。

学
校
の
振
興

★学校の魅力化・特色化
○地域に信頼される学校、「探究する
学校」としてのブランディング
〇生徒の資質・能力の育成
〇教員の指導力の向上
〇関係機関との連携
〇専門高校・教科の魅力化

〇魅力化・特色化の具体的目標（指標）
　探究学習等に係る各種発表会での入賞
〇学校運営協議会等の実施回数
　年間２回の実施（７月・３月）
〇地域に信頼される学校づくり、ブランディング
・地元３中学校からのＡ日程出願率:　25％以上を維持す
る。
・グローバル探究科のＡ日程出願者数：15人以上を維持す
る。

・教科指導力研修・ICT活用力研修への参加
・外部講師招聘、インターンシップの充実
・学校説明会の充実
・広報活動推進（地域情報誌、学校HP、インスタグラム）
・在学生による探究活動の成果発信

B

〇学校運営協議会等の実施回数
・1回目8月実施
〇地域に信頼される学校づくり、ブランディング
・オープンスクール参加者８５名（昨年度６５名）
・中学生への高校説明会・学校説明会実施(１７校）
・校長による近隣中学校３年担当者への説明実施（９
校）、及びグロ探通信・colors（１年学年通信）の配布・
掲示

・広報活動の充実（グロ探通信、活動紹介イ
ンスタ、学校HP、メディアによる広報
・中学生の１日体験入学の実施（参加生徒
数209名予定）
・第２回学校運営協議会（３月）
・探究発表会の地元中学校への公開

B

・普通科2年「世界へ羽ばたけビロミン」 　令和7年度地域課題探究成果発表会　最優秀賞
 神池芋プジン、あんぱん、エコバッグ　令和7年度高知県商業研究・意見体験発表大会
最優秀賞
令和7年度入交太兵衛記念賞・地場産業大賞次世代賞　　その他多数入賞
〇学校運営協議会等の実施回数   ・1回目 8月実施 　２回目 ３月実施予定　[達成]
〇地域に信頼される学校づくり、ブランディング
・台湾修学旅行 ・香美市広報誌の「kami」へ２ヶ月毎の「山田高校のリアル」掲載
・グロ探通信・1年学年通信「colors」の近隣中学校への配布・掲示  ・高知新聞「あんぱん」
「ビロミン」「３市提言」記事
・香美市主催「よってたかって生涯学習フォーラム」での探究学習発表
・香南中学校キャリア教育学習（山田高校学校探究５名）受入れ
・高校入試A日程の志願者地元率 12.9%  [未達成]　、 G探科志願者8名  [未達成]

・広報活動の推進
・３科の取組・成果の発信
・入学者アンケート調査による山
田高校への生徒の入学動機、校
則の見直し等を分析するととも
に、分析結果に基づいた手立て
を行う。

教
科
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情
報活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課
題発見や解決に結び付ける力の
育成

〇授業改善の充実
・授業公開・授業参観を２回以上実施
・ICTを活用し個別最適学習や協働的な学びの授業を実践
する教員割合88%→90%以上
〇国公立大学合格者の卒業者に対する割合9.0%→20%以
上
〇「総探」の進捗管理（３回）

・模試結果等の情報のGW共有
・教科会の充実
・外部講師を招聘しての研究授業、研究協議及び校内
研修等の充実
・教員間の相互授業参観の充実
・探究活動の充実

B

〇授業改善の充実
・授業公開・授業参観　1回目実施
〇国公立大学希望者  25名（9月末現在）
〇「総探」普通科 １年：CM発表会（9月）
２年中間発表会（10月）  ３年成果発表会（９月）
G探科 ３年成果発表会（９月）
1･2年中間発表会（10月）
〇「探究」の進捗管理 １回（９月）(１２月、２月予定)

・模擬試験等の共有による教科会の充実及
び協力体制の構築
・探究の成果を活かせる入試方式の研究
と、1，2年生の進路への意識付けを行う。
・ハイプラや、三菱みらい育成財団助成金
事業による外部講師による専門的な授業の
実施
・総探では各種発表会、日々の探究活動で
の指導・助言を継続

A

〇授業改善の充実
・授業公開・授業参観　２回実施　[達成]
・ICTを活用し個別最適学習や協働的な学びの授業 91% (39/43)　[達成]
〇国公立大学　　合格者１7名（２月現在）　[達成予定]
〇「総探」；普通科 １年：CM発表会（9月） 三市提言(２月)
２年中間発表会（10月）  校内発表会(1月) 　３年成果発表会（９月）
G探科 ３年成果発表会（９月）　1･2年中間発表会（10月）  校内発表会(２月)
〇「探究」の進捗管理 3回（９月、１２月、２月)

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　

〇時間外労働時間の総計平均月45時間以内　R7　15人(R8年１月まで)　[未達成]
・2ヶ月ごとの超勤者調査では１０・１１月分１８名、１２・１月分１５名と２０名前後の者が４５時
間を超える状態からは改善され、更に、２か月とも超過勤務となる教員も減少した。依然教
員の勤務時間は改善を要する状態である。
・７限授業日の職員会議→４５分授業で時間を作る。
・働き方改革に関するアンケート
「子どもに向き合う時間が増えている」教員の割合   １回目  １７％ → ２回目 ３４％
「教員業務支援員が配属されたことにより多忙感の軽減につながっていますか」
　　　　肯定的意見　１回目 ４１％ → ２回目 ６６％

具体的な取組内容　【D】

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
・学校生活アンケート 「学校の先生は話を聞いてくれる」に
おける生徒の肯定的回答の増加
〇校内研修の実施：年３回以上
〇不祥事防止委員会の実施：年３回以上

・明るい挨拶の励行
・不祥事防止に関する情報の共有
・管理職による面談時での状況把握と積極的声掛け
・スクールロイヤー活用事業の実施

B

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
・学校生活アンケート 「学校の先生は話を聞いてくれ
る」における生徒の肯定的回答　97%
〇校内研修の実施　２回（９月現在・スクールロイヤー
活用事業等）
〇不祥事防止委員会の実施　２回（８月，９月）
〇校長からの月１回の服務通信及び過去の通知の送
信
〇議会答弁の共有

・職員間のコミュニケーションを盛んにする。
・不祥事防止研修の充実
・不祥事防止委員会の実施
・不祥事の事例等の情報共有
・面接時での教職員の状況把握と声掛け
・職朝での注意喚起

A

中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】

・業務の整理と見直し
 １年宿泊研修　宿泊無
 普通科探究活動見直し
 遠足　年２回→１回
 教育課程の変更
 計算力テスト等廃止
 部活動の精選検討
・業務支援員の積極的な活用

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
・ 「学校の先生は話を聞いてくれる」における生徒の肯定的回答  94 % (1回目97%)  [未達
成]
〇校内研修の実施　３回　[達成]
〇不祥事防止委員会の実施　３回（８月、９月、　１月）　[達成]
〇校長からの月１回の服務通信及び過去の通知の送信
〇議会答弁の共有
〇職員朝礼等による注意喚起（不祥事事案発生時）

〇C層以上の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：55.5%（R7.1年2回）[未達成]
・２年：59.3%(R7.2年2回)　(入学時43.1% R6.1年1回）[未達成]
〇授業外学習時間の増加（基礎力診断テスト学習力全体結果：１日あたり学習時間）
・R7 1年1回目54分　2年1回目44分   [未達成]
・R7 1年２回目39分　２年２回目44分　[未達成]
〇将来のための勉強をしている生徒の増加
　　R7 2回目　１年87.2%  [未達成] 　 ２年92.1%  [達成]　 ３年89.6%  [未達成]
〇AB層の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：11.4% （R7.1年1回） 20.7% （R7.1年2回） [未達成]
・２年：24.2% (R7.２年1回)  31.4 %(R7.２年2回)　 [達成]

・探究で得られた力がキャリア形
成にもさらに生かされるよう進路
への意識づけを早期から行う。
・模擬試験結果等の情報を各教
科、学年団などで共有する。

取
組
項
目

チ
ー

ム
学
校

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎となる知識・技能
○思考力、判断力、表現力
○生涯にわたって学び続ける意欲
★自己の将来とのつながりを見通した
学び
○社会の形成に主体的に参画するた
めに必要な資質・能力
○キャリアデザイン力（やりぬく力）

〇C層以上の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：33.3%（R7.1年1回）→目標65%
・２年：43.0%（R6.1年1回）→目標65%
〇授業外学習時間の増加（基礎力診断テスト学習力全体
結果：１日あたり学習時間）
・R6.１年２回：49分→目標60分、R6.２年２回：26分→目標
60分
〇将来のための勉強をしている生徒の増加
・R6.１年２回：83.2%→目標85%、R6.２年２回：88.2%→目標
90%、R6.３年２回：86.3%→目標90%
〇AB層の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：11.4%（R7.1年1回）→目標30%
・２年：12.9%（R6.1年1回）→目標30%

・提出物を必ず提出させるとともに授業外学習習慣の定
着を図る。
・探究活動と各教科の学習との関連を意識させ、教科の
学力向上と主体的に学習に取り組む態度の涵養を図る。

B

〇C層以上の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：33.3%（R7.1年1回）
・２年：38.5%(R7.2年１回)
〇授業外学習時間の増加（基礎力診断テスト学習力
全体結果：１日あたり学習時間）
・R7 1年1回目54分　2年1回目44分
〇将来のための勉強をしている生徒の増加
　　R7１回目　１年91.2%　２年92%　３年90%
〇AB層の生徒の増加（入学時→学年最終回）
・１年：11.4%（R7.1年1回）
・２年：24.2%(R7.２年1回)

・当初に設定した取り組み内容を徹底
・基礎力診断テスト、模擬試験の結果分析、
課題提出、進学補習、授業外学習時間等に
関しての状況把握と具体的手立ての共有を
図る。
・個別指導の徹底による進学実績の向上
・すららやワンウィークトライアルの活用によ
る授業外学習週間の定着
・自習室の積極的活用促進
・公開授業週間や授業デザインプロジェクト
を活用した授業改善
・探究の成果を活かせる入試方式の研究
と、1，2年生の進路への意識付けを行う。

B

・不祥事防止の喚起は継続的に
行う。
・研修時間等の確保が困難なた
めGoogleフォーム等を活用し、意
見を吸い上げる方法で実施を検
討

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
〇業務の整理と見直し
〇ICT活用による業務効率向上の推進

〇時間外労働時間の総計平均月45時間以内
・月45時間以上（年間平均）の教職員：９名(R６年度)→減少
させる。

・原則19時前の退勤に努める
・水曜日を部活動休養日とするとともに、週休日の部活
動は顧問間で交代しながら指導する
・衛生委員会を開催し、職員の健康管理を行う（毎月）
・自動採点システムの活用、議事録作成や草案作成等
における生成AIの活用 C

・2ヶ月ごとの超勤者調査では４・５月分、６・７月分で
はともに２０名前後の者が４５時間を超えるなど依然教
員の勤務時間は改善を要する状態である。
・働き方改革に関するアンケート「教員業務支援員が
配属されたことにより、多忙感の軽減につながってい
ますか」肯定的意見43.5%
・自動採点システム利用　１３名

・教員支援員の業務内容のさらなる周知
・自動採点システムのメリット・デメリットの周
知
・部活動指導の交替制の励行

B

令和７年度 学校経営計画・学校評価 ■４月８日(火)提出 ■１０月２日(木)提出 ■３月１３日(金)提出


